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 第 120 号  

四谷の千枚田 小水力発電施設のご紹介 
中山間ふるさと・水と土保全対策事業 

１ 施設の経緯 

   愛知県では、再生可能エネルギー(水力、風力、太陽光など)を利用した
発電の普及に取り組んでおり、なかでも農業用水を利用した小水力発電
に特に力を入れている。 

 愛知県が設置する小水力発電施設の第１号が「四谷の千枚田」で実現し
たのは以下のことによる。 

① 小水力発電の導入に対し、千枚田保存会、連谷地区など、地元住民の
積極的な協力があったこと。 

② 鞍掛山の湧水を利用しているので、水利権などの調整が不要であった
こと。 

③ 農業用水として利用している水を発電にも利用可能であったこと。 

④ 「四谷の千枚田」として全国的に知名度も高い地域で、再生可能エネ
ルギー利用促進の取り組みは、先導的な事例として広く小水力発電の
普及が図れること。 

２ 施設の概要 

  水車方式 クロスフロー水車  落差 11m   流量 約 10 ㍑／秒 

  発電方式 永久磁石式発電機 

  最大発電量 １KW   

３ 施設の構造 

  施設の構造は下図に示したように、水車に連動した発電機を水力によ
り回転させ発電している。 

  



視 

察 
 

八
月
一
日
、
刈
谷
土
地
改
良
区
平
成
二

十
五
年
度
全
役
員
・
総
代
四
十
三
名
が

「
千
枚
田
の
環
境
保
全
活
動
及
び
県
内

第
一
号
の
農
業
用
水
に
よ
る
小
水
力
発

電
の
現
地
研
修
」
を
目
的
に
訪
れ
た
。 

一
行
は
山
裾
に
開
か
れ
た
棚
田
を
見

て
「
こ
れ
は
、
大
変
だ
。
守
り
貫
く
耕
作

者
の
至
誠
に
敬
意
の
念
を
抱
く
。
ご
苦
労

様
の
一
言
に
尽
き
る
。」
と
絶
賛
。 

案
内
役
の(

舜)

は
「
全
部
の
面
積(
３
６

㌃)

で
も
皆
さ
ん
の
一
戸
あ
た
り
に
も
満

た
な
い
が
労
力
と
生
産
性
の
低
い
こ
と

に
は
何
処
に
も
負
け
な
い
。
」
と
誇
ら
し

げ
？
に
話
し
た
。 

 

愛
知
県
第
一
号
の
小
水
力
発
電
施
設

に
つ
い
て
県
新
城
設
楽
農
水
事
務
所
建

設
課
よ
り
施
設
説
明
が
行
わ
れ
た
。 

                

納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

八
月
三
日
、
連
谷
公
民
館
・
同
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
主
催
で
恒
例
の
納
涼
盆
踊
り
大

会
が
連
谷
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
た
。 

 

会
場
で
は
焼
肉
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
が
タ
ダ
同
然
で
販
売
。
五
百
円
も
持
っ

て
い
け
ば
酒
は
飲
め
る
し
、
踊
り
も
踊
れ

る
し
、
腹
も
膨
れ
る
。 

子
供
達
は
「
金
魚
す
く
い
」
と
花
火
に

夢
中
だ
っ
た
。 

チ
ョ
イ
ナ
チ
ョ
イ
ナ
・
・ 

 
 

                

水
源
地
を
訪
ね
て 

 

八
月
四
日
、
豊
橋
市
が
企
画
し
た
「
水

源
地
を
訪
ね
て
」
に
応
募
し
た
二
十
二
人

の
親
子
連
れ
が
千
枚
田
を
訪
れ
た
。 

 

応
募
で
選
ば
れ
た
親
子
は
自
然
、
環
境

に
興
味
を
示
し(

舜)

も
調
子
づ
い
て
「
皆

ん
な
は
自
然
が
悪
く
な
っ
た
、
環
境
が
悪

く
な
っ
た
と
や
た
ら
に
知
っ
た
か
ぶ
り

の
話
を
す
る
が
悪
く
し
た
の
は
誰
な
ん

だ
…
あ
ん
た
達
な
ん
だ
！
悪
く
な
っ
た

駄
目
に
な
っ
た
と
口
ば
っ
か
り
で
な
く
、

手
心
を
加
え
れ
ば
自
然
は
蘇
る
。
そ
れ
が
、

自
然
再
生
な
ん
だ
。
そ
の
成
功
例
が
こ
の

田
ん
ぼ
だ
。
田
ん
ぼ
の
中
に
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
、
カ
エ
ル
が
や
た
ら
と
多
い
、
こ
れ

ら
を
餌
に
狙
う
ヘ
ビ
や
イ
モ
リ
も
増
え

た
。
ま
た
、
タ
ニ
シ
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
い
っ

ぱ
い
居
る
。
で
も
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も

あ
ま
り
多
い
と
カ
エ
ル
に
変
態
し
な
い
。

空
を
見
れ
ば
ワ
シ
・
タ
カ
類
が
ヘ
ビ
や
小

動
物
を
餌
に
求
め
舞
っ
て
い
る
。
こ
の
姿

が
自
然
の
摂
理
・
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ

四
谷
の
千
枚
田
な
の
だ
と
、
つ
い
つ
い
説

明
に
熱
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

参
加
者
の
主
婦
か
ら
「
小
山
さ
ん
、
お

体
に
気
を
付
け
て
千
枚
田
を
い
つ
ま
で

も
守
っ
て
下
さ
い
。
」
と
真
意
に
満
ち
た

釘
を
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

余
談
だ
が
、
小
沢
の
生
物
を
見
せ
よ
う

と
前
日
に
「
タ
モ
」
と
「
水
槽
」
を
用
意

し
て
置
い
た
と
こ
ろ
、
親
切
に
誰
か
が
持

っ
て
い
っ
て
く
れ
た
。 

              

◎ 

見 

頃 
  

九
月
初
め
に
は
黄
金
色
に
実
る
。 

上
旬
頃
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま
り
二
十

日
頃
に
は
田
ん
ぼ
一
面
に
ハ
ザ
干
し
が

見
ら
れ
る
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行 
 

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

平成 24 年度有害獣捕獲実績 

新城市鳥獣害対策室 

サル 252 頭 イノシシ 858 頭 

シカ 222 頭 

上記頭数は狩猟期間を除く頭数

で、前年度と比較してサル 131 頭 

シカ 71 頭の増。イノシシは 405 頭

の減であった。 

イノシシの害は軽減されないがな

かなか捕獲できないのが悩みだ。 


